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【IPA】「情報セキュリティ10大脅威2022」を発表
「ランサムウェアによる被害」が1位に（2年連続）

独立行政法人情報処理推進機構（IPA）は、前年に発生した情報セキュリティ事故や攻撃の
状況等から脅威を選出し、上位10位を公表しています。
「情報セキュリティ10大脅威2022」は、2021年に社会的影響が大きかったトピック等を「10大脅

威選考会」の投票により選出し、「情報セキュリティ10大脅威2022」として順位が決定されました。
（選考会は、情報セキュリティ分野の研究者、企業の実務担当者等約150名で構成されています。）
脅威情報を知ることもセキュリティ対策です。最新の情報を基にセキュリティ対策を推進しましょう。

毎年２月１日から３月１８日までは、「サイバーセキュリティ月間」です。セキュリティ対策を推進しましょう。
滋賀県警察本部 サイバー犯罪対策課 077-522-1231（代表）

事業者の皆さまに、注目のサイバーセキュリティに関する情報をお届けします。
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組織の順位の特徴
10の脅威のうち9個が昨年と同じとなっています。
1位は、昨年に引き続き「ランサムウェアによる被害」

となりました。近年のランサムウェアは、暗号化だけで
なく情報を窃取して脅迫するという手口になっていま
す。病院のランサムウェア被害が報道され、話題となり
ました。

個人の順位の特徴
順位の変動はあるものの、脅威の内容は昨年、一昨

年と全て同じでした。
「フィッシングによる個人情報等の詐取」が１位となっ

ています。大手ショッピングサイトや金融機関等を騙った
手口が多く確認されています。

出典：独立行政法人情報処理推進機構（IPA）情報セキュリティ10大脅威2022 
https://www.ipa.go.jp/security/vuln/10threats2022.html


